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夢ふくらませて
　３月14日、閉校となる南小学校の最後の卒

業式が行われました。

　式には在校生や保護者、地域の住民も多数

参加し、７人の卒業生はそれぞれが抱く大き

な夢を檀上で発表しました。式典を終えて、

思い出がつまった校舎をあとにする卒業生の

ひとみは、きらきらと輝いていました。
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平
成
26
年
度
後
三
年
合
戦
金
沢
柵

公
開
講
座
が
3
月
７
日
、
ま
な
び
お

ん
美
郷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
手
市
と
美
郷
町
に
ま
た
が
る
金

沢
柵
は
、
平
安
時
代
後
期
の
後
三
年

合
戦
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
清
原
氏
の

最
後
の
本
拠
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
両
市
町
の
担
当
者
か

ら
平
成

年
度
の
発
掘
結
果
の
報
告

が
あ
り
、
続
い
て
、
調
査
か
ら
明
ら

か
と
な
っ
た
事
柄
に
関
連
す
る
テ
ー

マ
で
、
盛
岡
市
教
育
委
員
会
の
室
野

秀
文
氏
と
北
上
市
教
育
委
員
会
の
杉

本
良
氏
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
講
演
と
し
て
、
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
の
濱
島

正
士
氏
が
、
柱
の
建
造
手
法
や
身
舎

の
構
造
な
ど
を
解
説
し
た
後
、
大
鳥

井
山
遺
跡
に
お
け
る
四
面
庇
付
建
物

の
復
元
案
を
示
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

高
橋
学
氏
が
司
会
を
務
め
る
座
談
会

で
は
、
平
泉
町
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
八

重
樫
忠
郎
氏
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に

迎
え
、
報
告
と
講
演
内
容
に
対
し
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
陣
館
遺
跡
で
新
た
に
発
見

さ
れ
た
四
面
庇
付
建
物
跡
に
つ
い
て

は
「
貴
族
か
ら
武
士
へ
、
権
力
の
変

遷
の
様
子
が
見
て
取
れ
る
」
、
「
遺
跡

周
辺
の
整
備
状
況
な
ど
か
ら
特
別
な

空
間
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
」
な

ど
、
専
門
家
の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
約
２
３
０
人
の
参
加
者
は

徐
々
に
明
ら
か
と
な
る
金
沢
柵
の
様

相
を
間
近
に
し
、
興
味
を
深
め
て
い

る
様
子
で
し
た
。

後三年合戦金沢柵公開講座

建物跡から金沢柵を探る

意見交換のほか、参加者から多数の質問
が寄せられた座談会

も

や

栄光･市政の窓  行政報告

第26回読書感想画秋田県コンクール

第7回衆議院議員総選挙に係る
総務大臣表彰

ＡＫＩＴＡあいさつ川柳

　読書の感動を絵画で表現する

ことで、読書力や表現力を養う

『第回読書感想画秋田県コン

クール』が１月に開催されまし

た。優秀賞に輝いた３人を紹介

します。

　なお、この３人の作品は中央

審査へ進み、奨励賞も受賞しま

した。

　横手市明るい選挙推進協

議会会長を務める大沼伸一

氏（大森）が総務大臣表彰

を受賞しました。これは、

国民一人ひとりが自覚を持

ち、進んで投票に参加する

明るい選挙運動の推進に長

年尽力され、その功績が評

価されたものです。

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】
最
優
秀
賞

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

自
由
読
書
・
優
秀
賞

伊藤 麻佑さん
(栄小２年)

熊谷 爽騎さん
(旭小６年)

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

指
定
読
書
・
優
秀
賞

佐々木 柚さん
(旭小２年)

【
中
学
校
の
部
】

自
由
読
書
・
優
秀
賞

栗田祐利果さん
(平鹿中２年)

大沼 伸一氏

　県では、あいさつを交わすこ

との楽しさや大切さについて考

えるきっかけとなるよう、川柳

を募集し、応募4,124句の中から

優秀作品を表彰しました。

【入賞作品】

朝日より
　　 大きな「おはよう。」
　　　　　　　　　 暖かい

山内・十文字地域学校統合検討委員会

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
、
山

内
中
学
校
の
統
合
と
十
文
字
地
域
の

小
学
校
統
合
を
検
討
す
る
た
め
、
二

つ
の
地
域
に
学
校
統
合
検
討
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

両
委
員
会
は
検
討
を
重
ね
、
取
り

ま
と
め
た
意
見
書
を
３
月
16
日
、
伊

藤
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
今
後
、

教
育
委
員
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
意

見
書
の
内
容
を
受
け
、
統
合
に
向
け

た
方
向
性
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

◆
山
内
中
学
校
統
合
検
討
委
員
会
『
意

　
見
書
』
の
要
旨
　

　

山
内
中
学
校
を
平
成
30
年
度
に
横

　

手
南
中
学
校
に
編
入

◆
十
文
字
地
域
小
学
校
統
合
検
討
委

　
員
会
『
意
見
書
』
の
要
旨

　

十
文
字
地
域
の
４
小
学
校
を
遅
く

　

と
も
平
成
33
年
度
ま
で
に
統
合

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
教
育
総

　

務
課
☎
３
５
‐
２
１
４
５

統合に向けて意見書提出佐藤良吉副市長が退任佐藤良吉副市長が退任

　佐藤良吉副市

長が、３月31日

付けで退任しま

した。副市長と

しての在職期間

は、約４年間に

なります。

　佐藤副市長は

昭和48年から旧

横手市役所職員

に任用されて市役所入りし、財政課

長、農林課長、総務部次長などを経

て、平成17年10月の新市誕生後は、

建設部長、総務企画部長を務めまし

た。

　平成23年の４月の市議会臨時会で

市議会の同意を得て、４月19日から

副市長を務め、主に総務企画部、農

林部、商工観光部、建設部の業務を

担当しました。

退任した

佐藤良吉 副市長

意見書を提出する両委員会（左：十文字地域　右：山内地域）

増田伝統的建造物群保存地区事業報告会

歴史のまちづくりを推進
　

3
月
7
日
、
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
増

田
の
町
並
み
の
平
成
26
年
度
事
業
報

告
会
が
増
田
ま
ち
な
み
保
存
会
と
市

の
共
催
で
行
わ
れ
、
住
民
ら
約
40
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
を
前
に
、
増
田
ま
ち
な
み

保
存
会
の
佐
藤
又
六
会
長
が
「
選
定

か
ら
初
年
度
の
事
業
を
、
各
方
面
か

ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
事
業
の
内
容
を

良
く
理
解
し
、
訪
れ
る
人
と
住
む
人

の
、
双
方
に
喜
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
く
た
め
に
皆
さ
ん
の
協
力

を
今
後
も
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
修
理
・
修
景
事

業
の
実
績
報
告
と
、
増
田
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
動
向
、
保
存
地
区
内
で
修

理
を
行
う
場
合
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑

で
は
「
多
く
の
観
光
客
に
来
て
も
ら

う
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、

同
時
に
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い

か
」
、
「
景
観
を
守
る
こ
と
と
住
み

よ
さ
を
両
立
さ
せ
る
べ
き
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報

告
会
を
傍
聴
し
た
工
学
院
大
学
の
後

藤
治
教
授
は
、
「
地
域
の
中
で
修
理

に
携
わ
る
人
を
増
や
し
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
関
係
団
体
と
連
携
し
、
持

続
可
能
な
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

実施事業を振り返り、工事途中での設計変更
などが重要なことなどが説明された報告会

今月の表紙

　今春、大雄地域では阿気・田根

森小学校が統合し、大雄小学校と

なります。３月17日、阿気小学校

で最後の卒業式が行われ、在校生

や保護者、教員、そして校庭に並

ぶ７本のアカマツが見守る中、16

人の児童が学び舎を巣立ちました｡



市議会３月定例会　平成27年度施政方針

　

４
年
連
続
の
大
雪
を
経
験
し
、

雪
対
策
に
万
全
な
体
制
で
臨
ん
だ

今
冬
で
す
が
、
12
月
下
旬
に
は
大

雪
が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
年
明

け
以
降
は
小
康
状
態
が
続
き
、
比

較
的
穏
や
か
な
天
候
に
な
り
ま
し

た
。
雪
下
ろ
し
や
除
排
雪
作
業
中

に
お
け
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
建

設
事
業
者
な
ど
関
係
機
関
の
協
力

に
よ
る
安
全
な
雪
下
ろ
し
へ
の
注

意
喚
起
や
、
安
全
用
具
の
貸
出
な

ど
で
事
故
防
止
の
対
策
を
行
っ
た

ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
に

対
す
る
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、

こ
こ
数
年
に
比
べ
だ
い
ぶ
少
な
い

件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
雪
解
け
に
よ
る
農
作

物
等
へ
の
被
害
の
発
生
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
対
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

経
済
対
策
の
柱
と
し
て
、
政
府

が
地
方
自
治
体
向
け
に
新
設
し
た

地
方
創
生
交
付
金
は
、
自
由
度
の

高
い
交
付
金
を
地
域
の
実
情
に
合

っ
た
内
容
で
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
独
自
の
発
想
で
事
業
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
い
な
い
新
規
性
の
高
い
事
業

を
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
す
る

地
方
版
総
合
戦
略
を
前
倒
し
す
る

形
で
実
施
す
る
『
先
行
型
』
と
、

平
成
27
年
度
に
の
み
実
施
す
る
地

域
内
経
済
の
活
性
化
に
直
接
的
に

寄
与
す
る
『
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
』
の
２
つ
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、
先
行
型
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
新
規
性

や
地
域
性
、
そ
し
て
将
来
性
に
富

ん
だ
事
業
と
し
て
、
農
業
に
焦
点

を
あ
て
た
新
し
い
事
業
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
温
め
て
い
た
『
農
』

を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
実

験
農
場
を
核
と
し
て
展
開
す
る
農

産
物
と
生
産
者
に
よ
る
新
た
な
横

手
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
目
指
し
た

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
複

数
年
に
わ
た
る
息
の
長
い
事
業
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

一
方
、
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

型
事
業
と
し
て
は
、
市
内
全
域
で

使
用
で
き
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
」
の
発
行
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
有
益
で
、
プ
レ

ミ
ア
ム
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
取

組
み
に
な
る
よ
う
実
施
し
ま
す
。

加
え
て
、
子
育
て
支
援
策
の
一
環

と
し
て
多
子
世
帯
向
け
の
施
策
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
実
施
す
る
事
業
は
、
こ
れ

か
ら
続
く
多
様
な
地
方
創
生
関
連

事
業
の
一
端
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
皮
切
り
に
、

様
々
な
事
業
を
実
施
し
、
検
証
し

修
正
を
加
え
な
が
ら
、
計
画
目
標

を
達
成
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
国
の
交
付
金
に

係
る
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
を
、
今
議
会
に
追
加
提
案
し

ま
す
。

　

主
な
内
容
を
５
・
６
ペ
ー
ジ
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

 
は
じ
め
に

 
は
じ
め
に

 

地
方
創
生
事
業

 

地
方
創
生
事
業

平成27年度　主要施策平成27年度　主要施策

 

平
成
27
年
度
主
要
施
策

 

平
成
27
年
度
主
要
施
策

地
域
活
力
の

 　
創
造
に
邁
進
す
る 　

横
手
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
23
日
か
ら
３
月

19
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
平
成
27
年
度
施
政
方
針
の
中
か
ら
、
主
な

内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ペ
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
１
７
６
４
８
）

４月に開校する雄物川小学校４月に開校する雄物川小学校

■秋田県市町村未来づくり協働プログラム
　増田まんが美術館を、まんが原画の収蔵・展
示に重点を置いた新しいコンセプトの美術館と
してリニューアルし、原画収蔵数世界一を目指
す美術館として整備します。　
■市制施行10周年
　合併により新『横手市』が誕生し、今年で市
制施行10周年を迎えます。この節目の年を、こ
れまでの10年を振り返り、今を見据え、そして
更に飛躍した未来へと繋げていくための起点と
位置付け、各種記念事業を実施します。
　10月３日には、市制施行10周年記念式典を、
盛大に開催したいと考えています。

まちづくり施策

■マイナンバー制度
　10月から、社会保障・税番号制度（マイナン
バー制度）が始まります。10月に、市民一人ひ
とりにマイナンバー通知カードが送付され、来
年から『マイナンバーカード』の交付と利用が
開始されます。制度の実施に向けて、市報や市
のホームページ等を通じて周知を図ります。

■クリーンプラザとごみの新分別
　クリーンプラザよこて整備事業の進捗状況は
現在およそ60パーセントです。ごみの新分別に
ついては、現在、試行範囲を広げており、市内
全域での実施は、クリーンプラザよこての試運
転が開始される来年２月を予定しています。

生活環境施策

■介護保険
　第６期介護保険事業計画では、介護が必要な
状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続け
ることができる地域包括ケアを実現するため、
介護予防と生活支援を一体的に提供する『総合
事業』の実施を柱としています。

■子育て支援
　４月から施行される『子ども・子育て支援新
制度』に基づき、新たに『横手市子ども・子育
て支援事業計画』を策定し、各種子育て支援施
策を実施します。
　学童保育施設については４月に開校する雄物
川、大雄の両小学校の敷地内に専用施設を開設
します。また、横手南、朝倉、旭の各小学校の
校舎内に新たに学童保育のスペースを確保し、
４月からの開所に向けて準備を進めています。
平成28年４月に開所を予定している雄物川地域
の統合保育所および白山保育所を統合する形と
なる大森保育園の建設事業を平成27年度に実施
します。

健康福祉施策

■農業振興
　農地中間管理事業については、ほ場整備事業
を契機に地域ぐるみで農地の流動化を進めよう
という機運のある５つの地区を『農地中間管理
事業モデル地区』として選定し、関係機関と連
携しながら、農地の有効利用や農業経営の効率
化に取組む担い手への農地利用集積・集約化を
進めていきます。
　新たな取組みとして、市制施行10周年に合わ
せて農業祭を開催し、優良農家等の表彰や６次
産業化、地産地消、食育などの取組みを紹介し
ながら、横手市農業の未来を考える契機にして
いきます。
　農産物や加工品のブランド化については、若
手農業者や加工販売事業者、秋田ふるさと農業
協同組合、商工団体等によるワークショップを
開催し、ブランド化のコンセプト等を検討して
います。今後はブランド化のための市の基本方
針を定め、トップブランドを目指し取組む品目
を選定し、その品質規格・販売方法・情報発信
などの具体的な戦略を策定します。

■林業振興
　山林をフルに活用するという視点から、良質
な木材の生産拡大を図りながら、地球温暖化を
見据えたカーボンオフセットへの取組みや里山
文化などの醸成も視野に入れた森林整備を推進
していきます。

■商工業の振興
　事業拡大や起業・創業にチャレンジする方の
支援、そして若者の就労支援を更に推進するた
め『Ｂｉｚ (ビズ) サポートよこて』の利用促進
に努めるとともに、ＩＴを活用する方や女性起
業家への支援を拡充し、地域の活性化を図って
いきます。
　また、『ＩＴ・ソフトウエア関連産業企業立
地優遇制度』を創設し、次世代を担う若い世代
に魅力のあるＩＴを活用した産業を支援し、同
業種の新たな誘致、および地元ＩＴ関連産業の
活性化を図ります。

■観光の振興
　市制施行10周年の節目の年に市民の絆を更に
深めるため、６月13日と14日に『YOKOTE　I 
believe よこて人のまちづくり×Ｂ－１グランプ
リ』を開催します。このイベントは、農業、商
業、工業、観光が一体となり、実行委員会を立
ち上げ実施するもので、横手商工会議所主催の
『よこてマルシェにぎわいカーニバル』も同時
に開催されるなど、準備段階から市民が参加す
る手作りの大きなパーティとなる予定です。
　また、当市の出身者を中心とした横手ファン
の拡大と定着を目指し、地元産品の購入を通じ
て横手全体を応援してくれる人々のネットワー
ク構築を図ります。

農林業・商工観光振興施策

市議会３月定例会

平成27年度

施政方針
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・空
き
家
対
策

　

老
朽
危
険
空
き
家
対
策
事
業
で

は
、解
体
補
助
事
業
で
23
棟
の
工
事

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、解
体

後
の
土
地
に
つ
い
て
市
が
寄
付
を
受

け
、跡
地
を
公
共
用
地
と
し
て
活

用
す
る
跡
地
活
用
事
業
は
、十
文
字

町
西
上
地
内
の
空
き
家
１
棟
に
つ
い

て
、解
体
・
撤
去
工
事
を
完
了
し
て

お
り
、今
後
は
、町
内
会
が
花
壇
を

整
備
し
、憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

　

移
住
促
進
対
策
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
等
支

援
事
業
は
、福
島
県
と
千
葉
県
か

ら
の
移
住
者
が
こ
の
事
業
を
活
用

し
て
お
り
、２
世
帯
３
人
が
横
手
地

域
と
増
田
地
域
に
定
住
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
管
理
不
全
な
空
き
家
に

つ
い
て
、所
有
者
に
対
し
て
適
正
な

管
理
を
促
し
て
い
く
と
と
も
に
、効

果
的
な
事
業
の
実
施
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
推
進
事
業

　

厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
医
療
連
携
推
進
事
業

で
は
、多
職
種
協
働
に
よ
る
在
宅
医

療
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、医
療
と
介
護
が
連
携
し
た
、

地
域
に
お
け
る
包
括
的
・
継
続
的
な

在
宅
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て
、医

師
会
・
歯
科
医
師
会
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
の
会
議
や
学
習
会

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
26
年
度
に
お
い
て
も
、自
立
し
た

高
齢
社
会
の
構
築
に
向
け
、在
宅

医
療
と
ケ
ア
を
考
え
た
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
で
き
る
よ
う
に
、

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■一般会計補正額　　　　　　　　　　△４億１，６７７万円
◎主な補正予算の内容

　●青年就農給付金事業･･････････････････････････ ３，１５０万円

　●スマートインターチェンジ設置事業････････････ ７４９万５千円

　●増田まんが美術館魅力アップ事業･･･････････ １，９３９万７千円

　●地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業

　　　　　　　　　　　　　･･･････････････ ２億３，９１５万２千円

　●よこて農業創生大学事業･･･････････････････ ５，９０７万１千円

■補正後の予算総額　　　　　   ５６６億４，４５２万１千円
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市議会３月定例会　平成27年度施政方針

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
で
は
、

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
伴
う

市
税
の
減
収
や
、
地
方
交
付
税
の

減
額
の
影
響
な
ど
に
よ
り
不
足
す

る
財
源
を
、
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
横
手
市
総
合
計
画

の
最
終
年
度
で
あ
り
、
新
た
な
総

合
計
画
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
こ
と

や
国
の
地
方
創
生
の
考
え
方
を
踏

ま
え
、
人
口
減
少
対
策
、
地
場
産

業
の
振
興
、
雇
用
対
策
な
ど
を
展

開
す
る
ほ
か
、
廃
棄
物
処
理
統
合

施
設
整
備
事
業
や
横
手
地
区
小
学

校
統
合
事
業
な
ど
を
予
算
化
し
て

い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
の
主
要
事
業
等
は
、

　

後
日
発
行
の
『
わ
か
り
や
す
い

　
予
算
書
』
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
予
算
の
概
要

平
成
27
年
度
予
算
の
概
要

平成27年度一般会計および特別会計予算 （単位：千円）

会　　計　　名 平成27年度当初 平成26年度当初 比　　較

普　通　会　計

普通会計以外の特別会計（④～　）

特別会計（②～　）

企業会計（　～　）

合　　計（①～　）25

①一般会計

②障害者支援施設特別会計

③土地区画整理事業特別会計

④国民健康保険特別会計

⑤後期高齢者医療特別会計

⑥介護保険特別会計

⑦介護サービス事業特別会計

⑧特別養護老人ホーム特別会計

⑨介護老人保健施設特別会計

⑩指定通所介護事業特別会計

⑪市営温泉施設特別会計

⑫集落排水事業特別会計

⑬浄化槽市町村整備推進事業特別会計

⑭横手町四町財産区特別会計

⑮横手地域財産管理特別会計

⑯前郷地区特別会計

⑰金沢中野財産区特別会計

⑱西成瀬財産区特別会計

⑲醍醐財産区特別会計

⑳里見財産区特別会計

　福地財産区特別会計

　舘合財産区特別会計

　病院事業会計

　水道事業会計

　下水道事業会計

22

21

22

23

24

25

22

2523

57,789,300

57,067,000

302,000

420,300

28,603,160

13,751,100

917,200

11,362,700

23,800

737,500

533,100

88,300

690,500

422,500

54,300

1,390

30

2,770

3,290

3,660

540

1,850

230

8,400

29,325,460

16,238,200

9,025,000

3,687,300

3,525,900

102,630,660

56,068,800

55,478,000

300,600

290,200

26,674,610

12,205,600

950,100

10,916,100

27,100

754,700

537,200

83,400

688,100

440,600

51,900

1,440

30

2,820

2,310

5,920

590

1,200

350

5,150

27,265,410

17,633,790

10,277,690

3,816,000

3,540,100

100,377,200

1,720,500

1,589,000

1,400

130,100

1,928,550

1,545,500

△ 32,900

446,600

△ 3,300

△ 17,200

△ 4,100

4,900

2,400

△ 18,100

2,400

△ 50

0

△ 50

980

△ 2,260

△ 50

650

△ 120

3,250

2,060,050

△ 1,395,590

△ 1,252,690

△ 128,700

△ 14,200

2,253,460

平成27年度

一般会計予算の概要

歳入予算内訳歳入予算内訳

歳出予算
目的別内訳

一般会計歳入歳出

総額 50億6,00万円
前年度当初比　.9％増

自主財源
【23.8％】
自主財源

【23.8％】

依存財源
【76.2％】
依存財源

【76.2％】

市税

79億  442万円
【13.9％】

市税

79億  442万円
【13.9％】

総務費

60億9,208万円
【10.7％】

総務費

60億9,208万円
【10.7％】

衛生費

109億2,554万円
【19.1％】

衛生費

109億2,554万円
【19.1％】

土木費

60億8,884万円
【10.7％】

土木費

60億8,884万円
【10.7％】

消防費

15億9,415万円
【2.8％】

消防費

15億9,415万円
【2.8％】

教育費

43億2,125万円
【7.6％】

教育費

43億2,125万円
【7.6％】

公債費

65億4,330万円
【11.5％】

公債費

65億4,330万円
【11.5％】

議会費　　3億2,837万円
労働費　　1億7,439万円
災害復旧費　　 1,250万円
諸支出金   4億  863万円
予備費　　　 5,000万円

　　　　　　　【1.7％】

議会費　　3億2,837万円
労働費　　1億7,439万円
災害復旧費　　 1,250万円
諸支出金   4億  863万円
予備費　　　 5,000万円

　　　　　　　【1.7％】

農林水産業費

33億2,136万円
【5.8％】

農林水産業費

33億2,136万円
【5.8％】

商工費

19億9,982万円
【3.5％】

商工費

19億9,982万円
【3.5％】

民生費

152億  677万円
【26.6％】

民生費

152億  677万円
【26.6％】

国庫支出金

72億8,275万円
【12.8％】

国庫支出金

72億8,275万円
【12.8％】

県支出金

44億4,803万円
【7.8％】

県支出金

44億4,803万円
【7.8％】

市債

91億5,450万円
【16.0％】

市債

91億5,450万円
【16.0％】

その他（交付金など）

20億7,600万円
【3.6％】

その他（交付金など）

20億7,600万円
【3.6％】

地方交付税

205億3,500万円
【36.0％】

地方交付税

205億3,500万円
【36.0％】

使用料および
手数料ほか

56億6,630万円
【9.9％】

使用料および
手数料ほか

56億6,630万円
【9.9％】

※１※１

※２※２

　 その他（交付金など）の内訳

地方譲与税　　　　　5億6,000万円
利子割交付金　　　　　 1,500万円
配当割交付金　　　　　 1,600万円
株式等譲渡所得割交付金　　  2,000万円
地方消費税交付金　  13億4,500万円
ゴルフ場利用税交付金　　　 600万円
自動車取得税交付金　　 8,000万円
地方特例交付金　　　　 2,000万円
交通安全対策特別交付金　　  1,400万円

※２※２ 　 使用料および手数料ほかの内訳

分担金および負担金　4億9,089万円

使用料および手数料　6億  875万円

財産収入　　　　　　　 9,539万円

寄附金　　　　　　　　 5,000万円

繰入金　　　　　　 14億4,004万円

繰越金　　　　　　   9億7,751万円

諸収入　　　　　　 20億  372万円

※１※１

今議会に提案された一般会計補正予算
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平成27年度　主要施策平成27年度　主要施策

農
地
中
間
管
理
事
業

　

農
地
利
用
の
集
積
や
集
約
化
な

ど
を
狙
い
と
し
た
『
秋
田
県
農
地

中
間
管
理
機
構
』
が
設
立
さ
れ
、

相
談
窓
口
な
ど
の
業
務
を
横
手
市

農
業
再
生
協
議
会
が
受
託
し
、
各

地
域
局
と
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
で

昨
年
７
月
か
ら
申
込
書
の
受
付
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
地
の
借
受
希
望
者
の
公
募
は

３
５
０
件
、
１
，
５
９
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
地
の
貸
出
希
望
に
つ

い
て
は
、
１
月
31
日
現
在
で
４
８

４
件
、
４
８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
申

請
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

交
渉
が
成
立
し
た
出
し
手
農
家
の

２
２
４
戸
か
ら
機
構
が
農
地
を
借

り
受
け
、
こ
れ
を
受
け
手
農
家
の

９
８
戸
へ
貸
し
出
し
て
お
り
、
そ

の
総
面
積
は
２
４
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
統
合
事
業

　

４
月
１
日
に
開
校
す
る
雄
物
川

小
学
校
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、

工
期
の
３
月
13
日
ま
で
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。
大
雄
小
学
校
に
つ

い
て
も
２
月
27
日
に
完
成
の
予
定

で
す
。

　

現
在
の
学
校
統
合
計
画
終
了
後

は
、
山
内
中
学
校
と
十
文
字
地
域

の
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
地
域
住
民
と
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
お
よ
び
保
育
所
・

幼
稚
園
児
童
の
保
護
者
に
対
す
る

説
明
会
を
開
催
し
て
、
ご
意
見
を

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
学
校
統
合
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
を
参
考
に
学
校
統
合
の
方
針
を

決
定
し
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■スマートインターチェンジ設置事業　（仮称）横手北スマートインターチェンジにつ
いては、昨年９月にネクスコ東日本と事業実施
に関する施行区分や完成後の財産権の帰属、管
理区分などを定める基本協定を締結しました。
平成27年度は、ネクスコ東日本が詳細設計を実
施し、市が用地取得を行うこととしており、事
業の推進にあたっては、ネクスコ東日本と緊密
な連携を取りながら事業の推進を図り、平成30
年度内の完成を目指します。

■道路事業　交付金事業として幹線道路の改良および歩道
の新設を５路線、舗装補修工事を６路線、くら
しのみちづくり事業として地域内幹線道路や生
活道路18路線を予定しており、通学路等の安全
対策として、横手北小学校と横手北中学校に関
連する朝倉線・境中央線・静町赤坂線のほか大
森小学校西線の歩道整備等を進めることにして
います。

■雪国よこて安全安心住宅普及促進事業　安全で快適な住宅の普及促進を目的に雪対策
や高齢化対策、省エネの改修工事や耐震工事を
行う場合の補助事業として『雪国よこて安全安
心住宅普及促進事業』を実施しており、地域経
済の活性化にも一定の効果があったものと考え
ます。ここ数年、豪雪が続いていることから、
雪下ろしの負担軽減のための改修などが多くな
っている傾向にあり、平成27年度においても事
業を継続して実施します。

建設行政施策

■水道事業　『横手市水道事業ビジョン』の策定作業を進
めています。これは、災害に強い施設の構築を
目指す『強靭』と、安全な水の提供を示す『安
全』、供給体制の持続性の確保を意味する『持
続』という３つの観点から水道事業の理想像や
取組むべき方向性を提示したマスタープランと
位置付けています。

■下水道事業　『下水道中長期ビジョン』の基本方針に基づ
き、『横手市生活排水処理整備構想』の見直し
を実施します。整備手法の再検討を行う中期計
画と、整備が完了した区域の効率的な事業の連
携・統合を含めた施設整備や、運営管理手法の
選定を行う長期計画を策定します。

上下水道事業　横手病院と大森病院は、それぞれの特徴を生
かしながら、互いに協力して連携を図り、地域
の医療ニーズに応えていきます。横手病院は、
地域の急性期医療を担いながら、昨年開設した
『地域包括ケア病棟』を活用し、急性期の治療
が終わって状態の安定した方々が、安心して在
宅復帰できるよう支援していきます。大森病院
は、平成27年度に第三者機関による病院機能評
価の更新を受けることにしています。引き続き
地域密着型病院として、地域にとって魅力ある
病院づくりを目指します。

市立病院事業
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医療費
　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
子
育
て
支
援
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
中
学
生
の
入
院
医
療

費
を
保
護
者
に
助
成
す
る
市
の
単

独
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
必
要
書
類
を

ご
持
参
の
上
、
医
療
を
受
け
た
月

の
翌
月
か
ら
２
年
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
の
中
学
生
（
満
15

歳

　

に
達
す
る
日
以
後
の
３
月
3

日

　

ま
で
の
児
童
）
等

◆
助
成
の
範
囲

　

入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
保

　

険
診
療
分
）

※
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
適
用

　

外
の
費
用
は
対
象
外
で
す
。　

※
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

　

の
災
害
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る

　

け
が
な
ど
、
他
の
制
度
で
同
様

　

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

る
場
合
は
、
そ
の
部
分
の
医
療

　

費
は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

※
高
額
療
養
費
や
附
加
給
付
金
に

　

該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
支
給

　

を
受
け
た
後
の
自
己
負
担
額
が

　

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
高

　

額
療
養
費
や
附
加
給
付
金
に
つ

　

い
て
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
重
複
し
て
支
給
を
受
け
た
場
合

　

は
、
精
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
27

年
４
月
以
降
の
入
院
が

　

対
象
で
す
。

◆
必
要
な
も
の

＊
領
収
書

＊
対
象
児
童
の
健
康
保
険
証

＊
保
護
者
の
印
鑑
お
よ
び
通
帳

※
事
業
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

　

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
請
先
】

　

市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
（
市

　

役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
８
６

　

ま
た
は
、
各
地
域
局
市
民
サ
ー

　

ビ
ス
課

4
月
か
ら
中
学
生
の
入
院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

ＨＰページ番号／000019736
   

市
消
防
本
部
で
は
、
災
害
時
に

活
用
す
る
無
線
通
信
設
備
を
従
来

の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル

方
式
に
更
新
し
、
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
無
線
通
信
設
備
は

災
害
時
に
情
報
伝
達
を
行
う
た
め

の
要
と
な
る
も
の
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
方
式
に
な
っ
た
こ
と
で
、
第
三

者
が
無
線
を
傍
受
す
る
こ
と
が
で

き
ず
個
人
情
報
が
保
護
さ
れ
る
ほ

か
、
雑
音
の
な
い
ク
リ
ア
な
音
声

で
よ
り
正
確
な
無
線
通
信
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
消
防
本
部
で
は
、

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
を
活
用

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安

全
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

※
平
成
8

年
５
月
1

日
ま
で
に
、

　

全
国
で
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
移
行

　

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
消
防
本
部
通
信
指
令
室
（
条

　

里
北
庁
舎
内
）

　

☎
３
２
‐
１
１
１
２

ＨＰページ番号／000019774   消　防

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
運
用
を
開
始
し
ま
す

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
経
済
的
に
お
困
り
の
市
民
の

方
を
対
象
と
し
た
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
支
援

員
が
あ
な
た
の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

◆
窓
口
の
場
所

　

横
手
市
中
央
町
８
番
２
号

　

市
役
所
本
庁
舎
1
階

◆
窓
口
の
開
設
時
間
等

　

午
前
8
時
0

分
〜
午
後
５
時


　

分
※
月
曜
日
〜
金
曜
日
（ 

祝
日
･

 

年
末
年
始
を
除
く 

）

◆
業
務
内
容

＊
関
係
す
る
制
度
や
窓
口
を
紹
介

　

し
ま
す

＊
関
係
機
関
へ
同
行
し
ま
す

＊
自
立
に
向
け
た
支
援
計
画
を
一

　

緒
に
考
え
ま
す

◆
具
体
的
な
相
談
内
容

◎
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、

　

こ
れ
か
ら
が
心
配
　

◎
返
済
で
き
な
い
借
金
を
抱
え
て

　

し
ま
っ
た

◎
母
親
の
介
護
の
た
め
、
仕
事
を

　

辞
め
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

　

が
心
配　

【
問
合
せ
】

　

横
手
市
く
ら
し
の
相
談
窓
口　

　

☎
３
２
‐
６
１
０
１

　
　

３
３
‐
７
８
３
８ 

ＨＰページ番号／000019640 相談窓口

高齢福祉ＨＰページ番号／000001308

【
健
康
づ
く
り
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
】

　

協
力
施
設
の
日
帰
り
入
浴
が
お

お
む
ね
半
額
の
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。

【
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
券
】

　

登
録
施
術
所
に
お
い
て
、
１
回

あ
た
り
１
，
０
０
０
円
を
助
成
し

ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
券
の
詳
し
い
利
用

　

方
法
等
は
、
一
緒
に
お
渡
し
す

　

る
『
ご
利
用
の
し
お
り
』
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
横
手
市
に
お
住
ま
い  

   

の
方
で
、
４
月
１
日
現
在
、
6

　

歳
以
上
の
方
（
昭
和
2

年
４
月  

　

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

◆
支
給
枚
数
／
い
ず
れ
も
2

枚

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
と
本
人

　

確
認
の
で
き
る
も
の
（
健
康
保

　

険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

◆
交
付
場
所
／
各
地
域
局
市
民
サ

　

ー
ビ
ス
課
（
横
手
地
域
は
市
役

　

所
本
庁
舎
１
階
の
福
祉
総
合
窓

　

口
）

【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ
れ
あ
い

　

課
（
市
役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
３
４

　

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
サ
ー
ビ

　

ス
課

『
健
康
づ
く
り
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
』
、
『
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
』
を

４
月
１
日
か
ら
交
付
し
ま
す

福　祉ＨＰページ番号／000009468
　

障
が
い
の
あ
る
方
の
通
院
費
な

ど
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
や
通

院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

申
請
は
、
各
地
域
局
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
（
横
手
地
域
は
市
役
所
本

庁
舎
１
階
の
福
祉
総
合
窓
口
）
で

受
け
付
け
ま
す
。

【
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
】

◎
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３

　

級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害

　

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持

　

ち
の
方
・
・
・
１
カ
月
に
つ
き
２

　

枚
、
年
間
24
枚
ま
で
交
付

◎
腎
臓
機
能
障
害
（
１
級
か
ら
３

　

級
）
で
、
透
析
治
療
の
た
め
に

　

週
２
回
以
上
通
院
し
て
い
る
、

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
・
・
・ 

   

　

１
カ
月
に
つ
き
４
枚
、
年
間
48

　

枚
ま
で
交
付

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

　

印
鑑

【
通
院
交
通
費
】
　

◎
腎
臓
機
能
障
害
（
１
級
か
ら
３

　

級
）
で
、
透
析
治
療
の
た
め
に

　

週
２
回
以
上
通
院
し
て
い
る
方

　

・
・
・
３
カ
月
ご
と
に
タ
ク
シ
ー

　

基
本
料
金
相
当
額
を
支
給

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
特
定
疾
病

　

療
養
受
療
証
ま
た
は
自
立
支
援

　

医
療
（
更
生
医
療
）
受
給
者
証
、

　

本
人
名
義
の
預
金
通
帳
等
、
印

　

鑑
※
通
院
交
通
費
を
申
請
し
た
場
合

　

は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課（
市

　

役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
３
２

　

□
３
２
‐
９
７
０
９

〜
障
が
い
の
あ
る
方
の
負
担
の
軽
減
に
〜 

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
と
通
院
交
通
費
の
助
成

　

市
で
は
、
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
た
め
、

手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
な
ど

を
派
遣
し
ま
す
。
医
療
機
関
、
職

場
、
学
校
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◆
対
象
者
／
市
内
在
住
で
、
聴
覚
、

　

言
語
機
能
、
音
声
機
能
そ
の
他

　

の
障
が
い
に
よ
り
、
意
思
疎
通

　

を
図
る
こ
と
に
支
障
の
あ
る
方

◆
費
用
／
無
料

◆
派
遣
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時

　

0

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※

時
間
外
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ

　

る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法
／
初
め
て
ご
利
用
さ

　

れ
る
場
合
は
、
身
体
障
害
者
手

　

帳
と
印
鑑
を
持
参
し
、
市
健
康

　

福
祉
部
社
会
福
祉
課
（
市
役
所

　

本
庁
舎
内
）
ま
で
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
（
市

　

役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
３
２

　
　

３
２
‐
９
７
０
９

ＨＰページ番号／000001316 福　祉

意
思
疎
通
支
援
者
（
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
等
）

を
派
遣
し
ま
す

　

市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、

市
内
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を

記
載
し
た
帳
簿
を
縦
覧
し
、
自
分

の
資
産
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う

か
を
他
の
資
産
と
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
縦
覧
期
間
中
は
固
定
資

産
課
税
台
帳
を
無
料
で
閲
覧
で
き

自
分
の
資
産
の
評
価
額
や
課
税
標

準
額
、
税
額
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
縦
覧
の
際
は
、
申
請
者
が

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
・
時
間
／
４
月
１
日

　

（
水
）〜
６
月
１

日（
月
）※

土
日
、

　

祝
日
を
除
く
・
午
前
８
時
3

分

　

〜
午
後
５
時


分

◆
縦
覧
場
所
／
市
市
民
生
活
部
税

　

務
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

◆
閲
覧
場
所
／
税
務
課
、 

ま
た
は

　

各
地
域
局
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
税
務
課
（
市
役

　

所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
２‐

２
７
６
７　

ＨＰページ番号／000013886 固定資産

平
成
27

年
度
の
土
地
・
家
屋
評
価
額
を
縦
覧
し
ま
す

教　育ＨＰページ番号／000019576
　

平
成
2

年
４
月
に
境
町
・
黒
川
・

金
沢
小
学
校
が
統
合
し
、
横
手
北

小
学
校
が
開
校
し
ま
す
。

　

夢
や
希
望
を
持
っ
て
学
校
生
活

を
送
る
子
ど
も
た
ち
に
ふ
さ
わ
し

い
校
歌
の
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
次
の
い
ず
れ
か
に  

   

該
当
す
る
方

＊
横
手
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

＊
横
手
市
内
に
通
学
ま
た
は
通
勤

　

し
て
い
る
方

＊
横
手
市
出
身
の
方

＊
横
手
市
に
以
前
住
ま
わ
れ
た
方

　

等
の
ゆ
か
り
の
あ
る
方

◆
募
集
期
限
／
４
月


日
（
水
）

◆
応
募
方
法
／
任
意
の
用
紙
に
歌

　

詞
を
記
載
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

　

ス
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

　

で
、
教
育
総
務
課
ま
で
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も

　

応
募
で
き
ま
す
。

◆
留
意
点
／
応
募
者
の
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　

年
齢
、
職
業
ま
た
は
学
校
名
を

　

記
入
し
た
も
の
を
添
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。
１
人
１
作
品
ま
で
と

　

し
、
歌
詞
は
３
番
以
内
と
し
ま

　

す
。
作
品
中
の
漢
字
に
は
、
ふ

　

り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も

　

の
と
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
〒
０
１
３
‐
0
0
6
0 
 

　

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64

号

　

横
手
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務

　

課
（
条
里
南
庁
舎
内
）　

　

☎
３
５
‐
２
１
４
５

　

□
３
２
‐
４
０
３
４

横
手
北
小
学
校
校
歌
の
『
歌
詞
』
を
募
集
し
ま
す

4
月
1
日
か
ら
横
手
市
く
ら
し
の
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
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【市内の空間放射線量】

単位：マイクロシーベルト毎時

いずれも秋田県の通常レベル（0.022 ～ 0.086）の範囲内です。

0.04

0.06

0.05

山内中学校

平鹿中学校

横手明峰中学校

測定値 測定場所

３月６日

測定日

　市では、３年ごとに行われる介護保険制度の改正に

伴い『第６期横手市介護保険事業計画・高齢者福祉計

画』を策定しました。

　介護保険制度の改正は平成27年４月から段階的に実

施され、８月には一定以上の所得がある人の利用者負

担に関わる変更などが予定されています。

◎介護保険料が変わります

　保険給付にかかる費用の増加に伴って介護保険料が

上がりますが、所得の低い方に配慮して、所得段階や

保険料割合を見直しています。

　なお、平成29年度には、消費税率引き上げによる財

源を活用した軽減制度が適用される予定です。

◎特別養護老人ホームの新規入所対象者が、原則要介

護３以上の方に限定されました

◎事業者が受け取る介護報酬が改定されました

◎特別養護老人ホームなどの多床室にかかる１日あた

りの居住費（部屋代）が370円に見直されました。発行

済の負担限度額認定証（きみどり色）の再発行は行い

ませんが、事業者は370円と読み替えて対応します。

◎要支援１または要支援２の方の訪問介護と通所介護

が、市が実施する事業に順次移行します。内容は、現

在のサービスと同じですが、必要に応じてさまざまな

サービスの追加を検討しています。

　羽黒町・上内町地区景観重点地区で、横手市景観

計画の基準に適合する板塀や生け垣の設置、補修、

修景を行う場合に、経費の一部を補助します。

◆申込期限／５月15日（金）

◆補助率／事業費の２分の１以内（上限50万円）

◆問合せ／市建設部都市計画課（県平鹿地域振興局

　　　　　内）☎32-2408

保険料年額（保険料割合）

平成29年度
※予定

20,500円

（0.3）

34,200円
（0.5）

47,900円
（0.7）

61,600円
（0.9）

68,500円
基準額（1.0）

82,200円
（1.2）

89,000円
（1.3）

102,700円
（1.5）

116,400円
（1.7）

130,100円
（1.9）

            対     象

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者、

前年の合計所得金額と課税年金収入額の

合計が80万円以下の方

前年の合計所得金額と課税年金収入額の

合計が80万円を超え120万円以下の方

前年の合計所得金額と課税年金収入額の

合計が120万円を超える方

前年の合計所得金額と課税年金収入額の

合計が80万円以下の方

前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円を超える方

前年の合計所得金額が120万円未満の方

前年の合計所得金額が120万円以上190万
円未満の方

前年の合計所得金額が190万円以上290万

円未満の方

前年の合計所得金額が290万円以上400万
円未満の方

前年の合計所得金額が400万円以上の方

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

住
民
税
非
課
税
世
帯

本
人
は
住
民
税
非
課
税

住
民
税
課
税

世
帯

本
人
が
住
民
税
課
税

平成27年度

平成28年度

　30,800円

　（0.45）

　51,300円

　（0.75）

介護保険制度が変わります　ＨＰページ番号／000019747介護保険制度が変わります　ＨＰページ番号／000019747

主な改正点

◆問合せ／健康福祉部高齢ふれあい課
　　　　　（市役所本庁舎内）☎35-2134

羽黒町・上内町地区景観形成事業補助金羽黒町・上内町地区景観形成事業補助金羽黒町・上内町地区景観形成事業補助金

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

農　業ＨＰページ番号／000019746
　

担
い
手
へ
の
農
業
機
械
の
集
約

等
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
・
高
収
益

な
生
産
体
制
へ
転
換
す
る
取
組
み

を
国
が
支
援
し
ま
す
。

①
効
率
的
機
械
利
用
体
系
構
築
事

　

業
＊
５
戸
以
上
の
農
家
が
参
加
し
、

　

担
い
手
へ
作
業
を
集
約
す
る
こ

　

と
で
生
産
コ
ス
ト
の
１
割
削
減

　

を
目
指
し
ま
す
。
農
業
機
械
の

　

リ
ー
ス
導
入
や
既
存
機
械
の
オ

　

ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
費
用
の
一
部

　

を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
率
／
２
分
の
１
以
内
（
機

　

械
の
廃
棄
費
用
は
定
額
補
助
）

※
担
い
手
は
、
認
定
農
業
者
等
が

　

対
象
で
す
。

②
高
収
益
品
目
等
導
入
支
援
事
業

＊
５
戸
以
上
の
参
加
、
ま
た
は
合

　

計
１
㌶
以
上
の
作
付
拡
大
に
よ

　

り
、
高
収
益
品
目
に
取
り
組
む

　

た
め
の
機
械
の
リ
ー
ス
導
入
や

　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
資
材
導
入
、

　

モ
ミ
ガ
ラ
補
助
暗
き
ょ
等
の
費

　

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
率
／
◎
リ
ー
ス
導
入
／
２

　

分
の
１
以
内
◎
資
材
導
入
・
暗

　

き
ょ
／
定
額

◆
申
請
期
限
／
６
月

日
（
火
）

※
申
請
書
類
は
、
農
林
部
農
業
振

　

興
課
に
あ
り
ま
す
。

※
事
業
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

市
農
林
部
農
業
振
興
課
内
農
業

　

再
生
協
議
会
事
務
局
（
県
平
鹿

　

地
域
振
興
局
内
）

　

☎
３
２‐

２
１
１
３

平
成
27
年
度 

攻
め
の
農
業
実
践
緊
急
対
策
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

　

市
の
創
業
支
援
事
業
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
民
間
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。
起
業
・
創
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
実
績
が
あ
る
民
間
事
業
者

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
対
象
者
／
市
内
の
起
業
・

　

創
業
者
を
支
援
す
る
事
業
を
営

　

む
民
間
事
業
者

◆
業
務
内
容
／
市
内
で
の
起
業
希

　

望
者
な
ど
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ

　

ス
を
は
じ
め
、
事
業
計
画
作
成

　

の
助
言
や
指
導
、
補
助
金
申
請

　

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
。

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

市
商
工
観
光
部
商
工
労
働
課（
県

　

平
鹿
地
域
振
興
局
庁
舎
内
）　

　

☎
３
２‐

２
１
１
５　

ＨＰページ番号／000019738 創業支援

横
手
市
創
業
支
援
事
業
の
受
託
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

特
定
健
診
は
、
40
歳
以
上
75
歳

未
満
の
方
を
対
象
に
医
療
保
険
者

が
実
施
す
る
健
診
で
す
。
各
種
が

ん
検
診
は
、
市
に
住
民
票
の
あ
る

方
は
、
ど
な
た
で
も
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

１
月
〜
２
月
に
実
施
し
た
『
健

（
検
）
診
調
査
票
』
で
市
の
健
診

を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
通
知
し
ま

す
。

＊
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

　

を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
受
診

　

券
を
送
付
し
ま
す
。
健
診
当
日

　

は
、
受
診
券
と
保
険
証
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

＊
各
種
が
ん
検
診
を
申
し
込
ま
れ

　

た
方
に
は
、
検
診
の
案
内
を
個

　

別
に
送
付
し
ま
す
。

＊
申
し
込
み
を
さ
れ
な
か
っ
た
方

　

は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
（
横

　

手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
３
３
‐
９
６
０
０

　

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
サ
ー
ビ

　

ス
課

■
協
会
け
ん
ぽ
（
旧
社
会
保
険
）

　
加
入
の
方
へ

　

協
会
け
ん
ぽ
加
入
の
40
歳
以
上

75
歳
未
満
の
被
扶
養
者
の
方
は
、

協
会
け
ん
ぽ
発
行
の
受
診
券
と
保

険
証
を
持
参
す
る
と
、
市
が
行
っ

て
い
る
健
診
会
場
で
特
定
健
診
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
券
に
つ
い

て
は
、
協
会
け
ん
ぽ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度  

健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

ＨＰページ番号／000005429 健（検)診

雄物川小学校一般公開雄物川小学校一般公開

_雄物川小学校の外観　２_日当たり良好な中庭　３_開放感あふれ
る体育館　４_木材がふんだんに使われた校舎内部

　今春、開校を迎える雄物川小学校の一般公開が、入

学式等に先立ち、３月20日と22日の２日間行われまし

た。両日とも地域の人たちをはじめ、多くの人たちが

訪れ、地域のシンボルとなる、子どもたちの新しい学

び舎を見学しました。

◆雄物川小学校の施設概要

　鉄筋コンクリート造３階建て

　　敷地面積／27,020平方㍍

　　延床面積／校舎棟 6,489平方㍍

　　体育館棟（1,683平方㍍）、陸上競技場（200㍍トラ

　　ック）、野球スペース（両翼70㍍）、プール（25㍍）、

　　遊具広場、砂場　　　　　

 ２２

３３
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※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

ものづくり創造支援事業　◆対象者／市内企業　◆対象業種／工業製品製造業、情報関連製品製造業ものづくり創造支援事業　◆対象者／市内企業　◆対象業種／工業製品製造業、情報関連製品製造業

中小企業活性化支援事業　◆対象者／市内中小企業　中小企業活性化支援事業　◆対象者／市内中小企業　

商業活性化支援事業　◆対象者／市内中小企業・商工団体等　商業活性化支援事業　◆対象者／市内中小企業・商工団体等　

①企業独自開発新製品・新技術

　企業の持続的発展のため、新製品・新技術の開発

に取り組み、それに要した費用を助成します。

②地域課題解決に資する新製品・新技術

　地域の抱える課題解決を目的として、市で提示す

るテーマに沿った新製品・新技術を開発していただ

き、それに要した費用を助成します。

【テーマ】・雪対策、高齢化社会対策、人口減少対策

◆対象経費／新製品・技術の開発に要した経費のう

　ち、直近１カ年分

◆補助率／対象経費の10分の10以内（上限500万円）

＊＊【申込期限】12月25日(金)＊＊

若年者等人財育成・地元定着支援事業　◆対象者／市内企業・40歳以下の市内在住者　若年者等人財育成・地元定着支援事業　◆対象者／市内企業・40歳以下の市内在住者　

　市内でがんばる若年者（40歳以下）の研修や資格

取得など、人財育成費用の一部を助成します。

◆対象経費／人財育成に要する経費

◆補助率／【40歳以下の常用雇用者に対して市内企業

　等が行う場合】対象経費の２分の１以内（上限25万円)

【市内に住所を有する40歳以下の就業者または求職

者本人が行う場合】対象経費の３分の２以内（上限

10万円）

＊＊予算の範囲内で随時受付＊＊

①課題解決支援事業

　技術や経営戦略など企業の課題を解決するために

専門家の受け入れ費用の一部を助成します。

◆対象経費／専門家への謝金と移動経費の一部

◆補助率／対象経費の３分の１以内（上限30万円）

①起業・創業支援事業補助金

　市内で新たに起業し、地域商業の活性化につなげ

る事業を営む中小企業者の方に、経費の一部を補助

します。またＩＣＴ（情報通信技術）に特化した起

業には、補助金の上限額を引き上げて支援します。

※ここでいう『ＩＣＴに特化した起業』とは、ＩＴ技術

　を活用し、医療、介護・福祉、教育など、あらゆる公

　共分野への貢献が期待される事業を指します。

◆対象者／市内に住所を有する個人または市内に主

　たる事業所を有する法人等

◆対象経費／起業等に係る店舗工事費、店舗の賃貸

　に係る礼金、事業に要する機械等設備費、看板設

　置費用、駐車場などの外構工事費（不動産取得費

　は除く）、広告宣伝費、その他各種備品に係る費用

　（10万円以上のものが対象）等

◆補助率／【ＩＣＴに特化した起業】対象経費の２

　分の１以内（上限100万円）　

 　【それ以外の起業】対象経費の３分の１以内（上

　限 50 万円）

②空き店舗利活用支援事業補助金

　商店街等の空き店舗を活用して事業を始めようと

　する方に対し、店舗内外の改装や賃借料等に係る

　経費の一部を補助します。

◆対象者／市内に住所を有する個人または市内に主

　たる事業所を有する法人等

②販路拡大支援事業

　自社開発商品の商談を目的に、展示会など（50小

間以上の規模）へ出展する費用の一部を助成します。

◆対象経費／出展料、交通費等経費の一部

◆補助率／対象経費の２分の１以内（上限30万円）

＊＊予算の範囲内で随時受付＊＊

◆対象経費／店舗内外の改装、賃借料に係る経費

◆補助率／対象経費の２分の１以内（上限50万円・

　県外からの移住者は上限80万円）

③商い賑わい創出事業補助金　

　商業活性化のために商店街等が商業と結びついた

イベントや事業者の資質向上のための研修会等を実

施する場合に補助します。

◆対象者／商工会議所、商工会、商店街振興組合、

　商店街（会）団体、事業者グループ（３店以上）等

◆対象経費／販売促進につながるイベントや事業者

　の資質向上の研修会等を開催する際にかかる経費

◆補助率／【販売促進につながる事業】対象経費の

　２分の１以内（上限30万円）・継続５年目以上は

　対象経費の３分の１以内（上限20万円）。継続８年

　目までを補助対象とします。

　【研修などを開催する事業】対象経費の２分の１

　以内（上限20万円）

＊＊①～③の次募集申込期限4月30日(木)＊＊

◎全事業留意点／全事業の補助については、事業計

　画等の申請内容を審査し、予算の範囲内で可否を

　決定します。

◆問合せ・申込み／市商工観光部商工労働課（県平     

      　　　　　　　鹿地域振興局内）☎32-2115

産業活性化のための支援制度  HPページ番号／000009278産業活性化のための支援制度  HPページ番号／000009278ＩＴ・ソフトウエア関連産業等への支援制度　ＩＴ・ソフトウエア関連産業等への支援制度　

◆支援内容

◆概要

　展示会等で、横手市の工業団地や優遇制度、観光な

どを一緒にＰＲしていただける企業に対し、コンベン

ションバッグやノベルティ（販促品）の提供や、出展

費用（出展料、送料、旅費等）の補助を行います。

   自治体との連携による企業イメージのアップが期待

できます。また、市職員の派遣（費用は市負担）も行

いますので、派遣希望前にお早めにご相談ください。

◆支援内容

◎提供品／コンベンションバッグ、パンフレット、ノ

　　　　　ベルティなど

※ノベルティ（販促品）の数量や品目は協議により決

　め、原則３万円を上限とします。

◎補　助／出展料、送料、旅費および宿泊費などの出

　　　　　展費用の３分の１以内

◆概要

　市では、地理的・気候的な制約を受けることが少な

く、今後成長が望めるＩＴ・ソフトウエア関連産業の

立地（誘致、起業、事業拡大）を推進するため、利便

性に優れた優遇制度を創設しました。

◆要件等

　ソフトウエア業、情報処理・提供サービス業、コー

ルセンター業、技術サービス業などの業種で、新規に

３人以上を正規雇用した法人が対象となります。

　ＩＴ・ソフトウエア関連企業立地優遇制度助成金　                   ＨＰページ番号／000019644　ＩＴ・ソフトウエア関連企業立地優遇制度助成金　                   ＨＰページ番号／000019644

　横手市展示会連携ＰＲ事業　                              ＨＰページ番号／000019723　横手市展示会連携ＰＲ事業　                              ＨＰページ番号／000019723

◆問合せ・申込み／市商工観光部企業誘致室（県平鹿地域振興局内）☎32-2116

項目

雇用に関わる経費

従業員の家賃負担

事務所取得経費

事務所賃借料

通信経費

助成金の額

定額
※新規常用雇用者に限る
１年以上の継続雇用

定額
※家賃助成をする企業への助成
市外からの転入者経費に限る

用地・建物取得費用の30％

賃借費用の30％

通信利用料金の50％

上限

30万円／人

15,000円／人・月、または
会社負担額のうち少ない額

1,500万円

5,000円／坪・月
300万円／年

200万円／年

回数・期間

１回限り

要件適用後２年間

３年以内１件限り

要件適用後５年間

要件適用後５年間
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平成26年度　横手市スポーツ賞・横手市体育協会表彰平成26年度　横手市スポーツ賞・横手市体育協会表彰

市職員退職者　～平成27年３月31日付～市職員退職者　～平成27年３月31日付～
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健
お
お
も
り
理
学

療
法
士
副
主
任
・
及
川
圭
▼
農
林
部
長

・
佐
々
木
隆
▼
農
林
部
次
長
・
鈴
木
長

悦
▼
農
林
部
農
業
振
興
課
長
代
理
・
小

貫
榮
一
▼
農
林
部
実
験
農
場
副
主
幹
・

加
藤
明
美
▼
商
工
観
光
部
長
・
浮
嶋
伸

▼
建
設
部
都
市
計
画
課
長
・
日
野
充
▼

建
設
部
建
築
住
宅
課
長
・
高
橋
宏
司
▼

上
下
水
道
部
下
水
道
課
整
備
係
副
主
査

・
小
田
百
合
子
▼
横
手
地
域
局
長
・
武

田
浩
一
▼
増
田
地
域
局
地
域
振
興
課
長

・
佐
藤
長
慶
▼
増
田
地
域
局
ま
す
だ
保

育
園
長
・
高
崎
朋
子
▼
増
田
地
域
局
ま

す
だ
保
育
園
総
括
調
理
員
・
奥
山
祐
子

▼
平
鹿
地
域
局
地
域
振
興
課
長
・
佐
々

木
雅
子
▼
雄
物
川
地
域
局
地
域
振
興
課

長
・
小
西
宏
彦
▼
雄
物
川
地
域
局
地
域

振
興
課
税
務
防
災
係
総
括
運
転
士
・
岩

野
丈
市
▼
雄
物
川
地
域
局
産
業
建
設
課

建
設
係
総
括
業
務
員
・
佐
々
木
雄
市
▼

雄
物
川
地
域
局
市
民
福
祉
課
長
・
佐
藤

憲
雄
▼
雄
物
川
地
域
局
里
見
保
育
所
長

　
２
月
22
日
、
平
成
26
年
度
横
手
市

ス
ポ
ー
ツ
賞
と
（
一
財
）
横
手
市
体
育

協
会
表
彰
の
合
同
授
与
式
が
浅
舞
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
競
技
優

秀
者
と
し
て
、
平
成
26
年
度
に
全
国

規
模
の
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し

た
20
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

横
手
市
体
育
協
会
か
ら
は
、
競
技
力

向
上
と
普
及
活
動
に
貢
献
し
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

３
０
６
人
に
栄
光
賞
、
86
人
に
奨
励

賞
を
贈
り
栄
光
を
た
た
え
ま
し
た
。

◎
横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
の
皆

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
※
敬
称
略

【国
民
体
育
大
会
相
撲
競
技
】

◆
少
年
団
体
・
第
4
位

　
近
祐
弥
、
髙
垣
祐
太
郎
、
齊
藤
匡

　
平
（
平
成
高
校
）

【全
国
中
学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技
 

◆
女
子
70
㎏
超
級
・
第
３
位

　
佐
藤
果
（
横
手
南
中
学
校
）

【全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
】

◆
陸
上
競
技
・
1
0
0
㍍
・
第
５
位

　
高
橋
尚
汰
（
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　
協
会)

◆
陸
上
競
技
・
砲
丸
投
・
第
２
位

　
小
山
健
一
（
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　
協
会)

◆
卓
球
競
技
・
一
般
卓
球
・
第
２
位

　
藤
原
み
な
み
（
県
障
害
者
ス
ポ
ー

　
ツ
協
会)

◆
卓
球
競
技
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

平
成
27
年
度
の
職
員
体
制
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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よこてフォトコンテストグランプリ作品決定よこてフォトコンテストグランプリ作品決定　『いいね！』“撮っておき！！”な、よこてフォト

コンテスト～かまくらレトロ浪漫編～、～鳥海山選

手権＠横手（冬編）～と題して、市内で撮影した写真

を募集した結果、レトロ浪漫編には23作品、鳥海山

選手権には、33作品の応募がありました。横手市役

所・横手市観光協会・横手商工会議所・横手コンベ

ンション協会のFacebookページで『いいね！』が付

いた数などを参考に、それぞれグランプリ１作品、

特別賞３作品を決定しました。

◆問合せ／市総務部秘書広報課（市役所本庁舎内）

　　　　　☎5-16

～かまくらレトロ浪漫編～　～かまくらレトロ浪漫編～　

～鳥海山選手権＠横手（冬編）～　～鳥海山選手権＠横手（冬編）～　

★グランプリ作品
【サドーさん】

【撮影場所】十文字町仁井田

【一言メッセージ】快晴の冬の朝、どっしり構える『静』

の鳥海山。雪煙を上げ疾走する『動』の 701 系電車と一

緒に十文字で撮影しました。

★特別賞

【村田孝治さん】　　　　　【らららさん】

　　　　
【撮影場所】アップルロード

　　　　　  
馬鞍付近

　　　　　　

【撮影場所】平鹿町浅舞

【高橋和敏さん】　

【撮影場所】馬鞍のリンゴ山

★グランプリ作品
【飛田仁さん】

【撮影場所】横手南小学校

【一言メッセージ】ミニかまくらと３Ｄプロジェクショ

ンマッピングとても感動しました。

★特別賞

【村田孝治さん】　　　　　【ＤａｉｓｕｋｅＫｏｉｚｕｍｉさん】

　　　　
【撮影場所】横手公園　　　　　　【撮影場所】雄物川民家苑木戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五郎兵衛村

【運命愛情男さん】　

【撮影場所】雄物川民家苑木戸　

                
五郎兵衛村



秋田県議会議員一般選挙／市長便り

市長便り■ 15 横手市長■髙橋　大

大雄産ホップを使用したキリン一番搾
りプレミアムビールは市場でも好評

　

春
の
暖
か
い
日
差
し
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
雪
解

け
も
一
気
に
進
み
、
春
作
業
の

準
備
も
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
事
故
の
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
て
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
多
様
な
政
策
課
題
に

的
確
に
対
応
し
、
地
域
価
値
の

創
造
に
取
組
む
た
め
に
は
、
よ

り
良
い
組
織
づ
く
り
に
向
け
た

不
断
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
中
で
、

新
た
な
総
合
計
画
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
た
め
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
組
織
機
構
の
改
革
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

現
在
策
定
作
業
中
の
総
合
計

画
の
推
進
役
と
な
る
『
総
合
政

策
部
』
を
、
ま
た
、
各
地
域
局

を
所
管
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
と
連
動
し
た
芸
術
文
化
振
興

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
総
合

的
に
進
め
る
『
ま
ち
づ
く
り
推

進
部
』
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
林
部
に
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
６

次
産
業
化
な
ど
に
視
点
を
置
い

た
『
農
業
ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
』

を
、
商
工
観
光
部
に
は
横
手
の

魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
発
信
し

な
が
ら
、
横
手
産
品
の
販
売
力

の
強
化
や
販
路
開
拓
へ
繋
げ
る

『
横
手
の
魅
力
営
業
課
』
な
ど

を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
所
管
の

各
地
域
局
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
よ
り
わ
か
り
や

す
く
利
用
し
や
す
い
窓
口
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
日
々

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　３月１日、雄物川町三ツ森山林道から金峰山を目指す

かんじきマラソン大会が開催され、出羽丘陵から眼下に

平鹿平野を望むコースで10人の参加者が健脚を競いまし

た。コース沿いの２カ所の神社にはお神酒も用意され、

全員がお参りを果たしました。毎年参加しているという

75歳で最高齢の参加者は、「自分の体力に合わせて、雄

大な景色を楽しみながら走れるのが魅力。振る舞いの寄

せ豆腐汁もとてもおいしい」と、ゴール後の爽快感に満

ちた表情で話してくれました。

■金峰山かんじきマラソン大会（雄物川）

かんじきを履き健脚競う

講演を行った髙橋医師（円内左）と渡部施設長（円内右）

■第68回市民医学講座（横手）

健康でいきいきと暮らすために

　市民が健康について考えるきっかけとなることを目的

に、横手市医師会が開催している市民医学講座が、３月

７日、かまくら館を会場に行われました。

　はじめに髙橋医院の髙橋和彦院長が、糖尿病について

講演。「糖尿病は食事療法や運動が大事。正しい知識を

持って絶対に放置しないこと」と述べました。続いて、

特別養護老人ホーム憩寿園の渡部勝施設長が、介護保険

制度や入居者の生活等について説明しました。熱心に聴

いている参加者の様子に、関心の高さがうかがえました。

ピンを倒して健康増進

　今回で３回目となる秋田県スポーツ交流大会スマイ
ルボウリングが３月８日、大森体育館を会場に開催さ
れ、５人編成の28チームが参加しました。参加者はチ
ームで協力しながら、10本のピンがすべて倒れるまで
交代で投球。お互いに交流を深めつつ、体力・健康づ
くりに努めていました。

スキーストックを手に笑顔でゴールテープを切る参加者

■期日前投票

　　投票日当日に都合が悪く投票所に行くことができ

　ない方は、期日前投票を行ってください。

　期間　４月４日（土）～11日（土）

　場所　お住まいの地域に限らず、どこの期日前投票

　　　　所でも投票できます。

■投票できる方

　　平成27年１月２日以前から引き続き横手市に居住

　し、住民基本台帳に登録されている方。

　※入場券が届いても、秋田県外に転出された方は、

　　投票できません。

■問合せ

　市選挙管理委員会（市役所本庁舎内）☎35-2161

秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙

～選びます　秋田の未来　担う人～

ＨＰページ番号/000019690ＨＰページ番号/000019690４/12４/12

（日）（日）

期日前投票所

市役所本庁舎、増田・平鹿・雄

物川・山内・大雄の各地域局、
大森就業改善センター、十文字

Ｂ＆Ｇ海洋センター

イオンスーパーセンター横手南
店２階   特設会場

投票時間

午前８時30分～    
         午後８時

午前10時～
         午後８時

投票日時／ ４月12日（日）午前７時～午後７時　※一部、午後６時までの投票所があります

平成26年度明るい選挙啓発ポスターコンクール

秋田県優秀作品

１_山寺美陽さんの作品

　（十文字中２年）

２_斉藤くるみさんの作品

　（平鹿中３年）

３_菊地七海さんの作品

　（平鹿中２年）

１１ ２２

３３

　増田地域の旧石田理吉家に所蔵されていたアップライ

トピアノの音色を披露する『大正ピアノ演奏会』が３月

８日、増田ふれあいプラザで開催されました。平成23年

９月に、石田氏から寄贈された大正ピアノによる演奏会

は、今年で３回目になりました。

　今回は、ピアノ、バイオリン、チェロで洋楽をカバー

している女性カルテット『1966Quartet』のメンバーが、

ビートルズの曲を中心に披露。来場者はクラシックの調

べを堪能していました。 ビートルズの名曲で来場者を魅了した1966Quartet

クラシックが奏でる名曲の数々

■大正ピアノ演奏会（増田）

カ ル テ ッ ト

　３月１日、増田地区多目的研修センターで増田地域
センター運営協議会主催の『第12回環境講演会』が開
催されました。講師の野鳥研究家の鳥くんこと永井真
人氏は、野鳥の写真を披露しながら、時折、ユーモア
を交えて生態などを説明。講演会後は、ミニライブを
行い、来場者との交流を図りました。

野鳥の生態に触れる （増田）
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佐々木　彩さん
ささき　あや（24歳・雄物川）

吉田　こころさん
よしだ　こころ（36歳・雄物川）

　

市
立
大
森
病
院
の
看
護
師
と
し
て
４
年
目
を

迎
え
る
彩
さ
ん
。
幼
い
頃
、
受
診
し
た
病
院
の

看
護
師
さ
ん
が
い
つ
も
優
し
く
対
応
し
て
く
れ

た
こ
と
が
憧
れ
と
な
り
〝
自
分
も
大
き
く
な
っ

た
ら
看
護
師
さ
ん
〞
と
決
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
の
心
境
を
尋
ね
る
と
「
念
願
の
看
護
師

と
し
て
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
接
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
な
が
ら
経
験
を
積
み
重

ね
て
い
ま
す
。
夜
勤
な
ど
体
力
的
に
き
つ
い
時

も
あ
り
ま
す
が
、
頼
り
に
な
る
先
輩
た
ち
や
、

患
者
さ
ん
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ
て
、
充
実
し
た

毎
日
で
す
。
自
分
も
常
に
笑
顔
を
心
が
け
、
患

者
さ
ん
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
看

護
師
を
目
指
し
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
は
、
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
仕
事
へ

向
か
う
彩
さ
ん
で
す
。

◆
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

夢
が
実
現
で
き
た
の
は
応
援
し
て
く
れ
た
両

親
の
お
か
げ
。
ま
た
、
幼
い
頃
か
ら
面
倒
を
み

て
く
れ
た
大
好
き
な
祖
母
に
は
、
祖
父
の
分
ま

で
元
気
で
長
生
き
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

「
横
手
に
来
て
空
の
広
さ
を
知

り
ま
し
た
」
と
語
る
こ
こ
ろ
さ
ん

は
、
埼
玉
県
入
間
市
の
出
身
で
す
。

東
京
で
働
い
て
い
た
当
時
、
縁
あ

っ
て
、
横
手
市
出
身
の
昌
平
さ
ん

と
知
り
合
い
、
平
成
14
年
に
結
婚
。

東
京
で
の
生
活
を
続
け
て
い
た
二

人
で
す
が
、
昌
平
さ
ん
が
実
家
の

建
設
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
平

成
16
年
に
横
手
に
来
ま
し
た
。
そ

の
後
、
長
女
（
６
歳
）
と
長
男
（
10

カ
月
）
に
恵
ま
れ
、
現
在
は
子
育

て
や
家
事
に
と
、
忙
し
い
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
さ
ん
は
「
方
言
に
苦
労

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
優
し
さ

に
触
れ
、
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
夫
の
両
親
や
祖
母
も
そ
ば

に
い
て
助
け
て
く
れ
る
の
で
と
て

も
心
強
い
で
す
。
ま
た
、
贅
沢
な

の
は
、
お
い
し
い
お
米
や
新
鮮
な

野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
。
ト
マ

ト
や
ほ
う
れ
ん
草
っ
て
こ
ん
な
に

甘
か
っ
た
の
！
と
驚
き
で
す
。
こ

こ
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
で

す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
る
こ
こ

ろ
さ
ん
。
昌
平
さ
ん
も
、
バ
レ
ー

を
現
役
で
続
け
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
子
育
て
を
一
緒

に
が
ん
ば
っ
て
い
る
、
明
る
い
家

庭
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

明照保育園（横手）さくら組のおともだち

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを

リレー方式でご紹介します。佐々木さんは、前

回の髙山さんからのご紹介です。

材料（4人分）
○ふきのとう…200ｇ　○シイタケ…８枚　○長芋…300ｇ
○オリーブ油…大さじ１　○くるみ…30ｇ　

【調味料Ⓐ】○味噌…大さじ１と1/2　○みりん…大さじ２　○昆
布酢…大さじ２（穀物酢200mlに昆布20ｇを一晩漬けたもの）

作り方
①長芋は皮をむき酢水に５分漬けて水気を切り、４㍉の厚
　さの輪切りにする。シイタケは傘に切り込みを入れる。
②長芋とシイタケの表面にオリーブ油をぬり、熱したフ
　ライパンで両面を焼く。
③ふきのとうは花芽を取り水洗いし、ザルに並べ熱湯を
　かけ、米のとぎ汁に20分程浸し、あく抜きをする。
④③の水気を絞り、刻んですり鉢に入れⒶとよく和える。
⑤器に盛り付けた長芋とシイタケに④をかけ、細かく刻
　んだくるみをちらす。

◎今月の紹介者 横手市食生活改善推進協議会・雄物川支部

遠藤 恭子さん（大沢地区） 

　ふきのとうは、ビタミン・ミネラル
分が豊富で、特有の香りには胃腸の働
きを良くする作用があります。ばっけ
味噌は、保存の効く調味料として常備
しておくと便利です。焼き魚や野菜炒
めの味付けに使ったり、ご飯に混ぜて
おにぎりにしてもおいしいですよ。

１人分の栄養量
エネルギー 218kcal
タンパク質6.5g
脂質7.6g
塩分0.9g

●旬の地産食材で健康づくり●

オ
イ
シ

イっ
てカラ

ダにイイ

食と農からのまちづくり

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

1 4

4 5

3 4

1212

5

7

ばっけ味噌ソースがけばっけ味噌ソースがけ
シイタケと長芋ステーキのシイタケと長芋ステーキの

にこにこレシピ

　秋田では『ばっけ』と呼ばれ、雪

解けとともに顔を出すため、春到来

の象徴とされています。独特の苦味

があり、ばっけ味噌、天ぷらなどが

おすすめ。胃を丈夫にして腸を整え

る働きがあり、花粉症にも効果的で    

               す。直売所にも並んでい

　　　　　ますので、みなさんもど

　　　　　うぞ春を味わってみてく

　　　　　ださい。

（ほほえみ直売所会員・佐藤ミネさん・雄物川町東里）

食と農からのまちづくり

■面積    44.74㎡
■人口  149,742人
■世帯   62,412世帯

東京都
山梨県

群馬県

千葉県

茨城県

　入間市
い　る　ま　し

埼玉県

埼玉県

2

1 2

1

32 5 6

3 6

～今月の食材～ ふきのとう

　マイクを握り、アスパル雄物川にのびのびとし

た歌声を響かせているのは『カラオケを楽しむ会』

の皆さんです。

　平成24年から活動を始め、60代から最年長の大

正15年生まれの方までの会員17人が、第一・第三

金曜日に集まって、懐メロや最近の曲などをお互

いに披露しあっています。また、季節ごとに新年

会やお花見なども開催し、飲んで歌って楽しく活

動しています。

　「お腹から声を出すことで脳の活性化にもつな

がるとのことです。何よりも好きな曲を存分に歌

うことで気分爽快になります」と話してくれた会

員は、マイクの順番を待ちわびている様子です。

　代表を務める小西茂さんは、会の魅力について

「自由に楽しく歌えることが一番ですね。待ちき

れずに､開始時間の前に歌い始める会員もいます｣

と話してくれました｡

◆問合せ　アスパル会 ☎22-3606

カラオケを楽しむ会
カラオケサークル（雄物川）
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外
国
人
の
方
を
対
象
と
し
た

　
　

『
日
本
語
能
力
試
験
説
明
会
』

　
今
年
度
の
１
回
目
の
試
験
は
７
月

５
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
試
験

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
受
け

て
み
た
い
方
や
興
味
が
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
２
Ｙ
ぷ
ら
ざ
３
階

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
４
月
16
日
（
木
）

◆
申
込
み
／
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
部

　

地
域
づ
く
り
支
援
課

　

☎
３
５
‐
２
１
５
８　　

　
　

横
手
・
ん
め
ぇ
も
の
料
理
教

　
　

室
（
全
８
回
）
参
加
者
募
集

　

季
節
を
感
じ
る
、
田
舎
の
お
も
て

な
し
料
理
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
第
一

回
目
は
、
ば
っ
け
味
噌
・
寒
天
・
赤

飯
、
山
菜
天
ぷ
ら
を
作
り
ま
す
。

◆
日
時
（
１
回
目
）
／
４
月
22
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
※
以
降
、

　

毎
月
第
３
水
曜
日
（
８
月
除
く
）

◆
場
所
／
山
内
公
民
館

◆
材
料
費
／
1
回
１
，０
０
０
円
程

◆
定
員
／
先
着
15
人

◆
申
込
期
間
／
４
月
３
日
（
金
）
〜
10

　

日
（
金
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
山
内
生
涯
学

　

習
セ
ン
タ
ー
☎
５
３
‐
２
１
８
７

　
　

地
方
創
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

参
加
者
募
集

　

人
口
減
少
の
克
服
や
秋
田
の
創
生

に
向
け
た
県
へ
の
提
言
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
通
学

　

し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
で
、

　

４
月
〜
７
月
に
３
回
開
催
す
る
会

　

議
に
参
加
し
、
自
ら
も
活
動
や
実

　

践
す
る
意
欲
の
あ
る
方

◆
第
1
回
会
議
／
４
月
28
日
（
火
）

◆
申
込
期
限
／
４
月
15
日
（
水
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
地

　

域
企
画
課
☎
３
２
‐
０
５
９
４

　
　

あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い
推

　
　

進
事
業

　

県
で
は
、
住
宅
を
建
築
ま
た
は
リ

フ
ォ
ー
ム
等
を
さ
れ
る
方
を
対
象
に

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
名
／

　

◎
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

　

◎
『
秋
田
ス
ギ
の
家
』
普
及
促
進

　

事
業

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

築
課
☎
３
２
‐
６
２
０
７

　
　

え
が
お
の
丘
水
泳
教
室
（
小

　
　

学
１
・
２
年
生
）
生
徒
募
集

　

え
が
お
の
丘
水
泳
教
室
で
は
、
小

学
１
・
２
年
生
を
対
象
に
、
入
門
コ

ー
ス
（
Ａ
ク
ラ
ス
）
の
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
／
毎
週
火
曜
日
、
午
後

　

５
時
〜
６
時
（
４
月
〜
平
成
28
年

　

３
月
ま
で
、
夏
・
冬
休
み
中
は
休

　

講
）
※
毎
月
末
に
昇
級
テ
ス
ト
が

　

あ
り
、
昇
級
に
よ
り
開
催
日
時
が

　

変
更
と
な
り
ま
す
。

◆
受
講
料
／
１
回
５
０
０
円
（
月
払  

　

い
）
※
受
講
後
の
温
泉
入
浴
付
き

◆
定
員
／
先
着
20
人
※
空
き
が
出
た

　

ら
随
時
募
集
し
ま
す
。

◆
申
込
み
／
４
月
12
日
（
日
）
午
前
９

　

時
30
分
か
ら
、
え
が
お
の
丘
フ
ロ

　

ン
ト
へ
直
接
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
午
前
9
時
か
ら
整
理
券
配
布

◆
場
所
・
問
合
せ
／
雄
物
川
温
泉
保

　

健
施
設
え
が
お
の
丘

　

☎
２
２
‐
２
２
２
１

　
　

秋
田
県
司
法
書
士
会
主
催

　
　

司
法
書
士
無
料
相
談
会

　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、
成
年
後
見
等
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
８
日
（
水
）・
５
月
13

　

日
（
水
）・
６
月
10
日
（
水
）
、
午
後

　

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
議
所

◆
定
員
／
先
着
４
人
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
秋
田
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
０
５
５

　
　

平
成
27
年
度

　
　

国
税
専
門
官
採
用
試
験　
　

◆
受
験
資
格
／

　

◎
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　

◎
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
の
方
で
、
①
大
学
を
卒
業
し
た

　

方
お
よ
び
平
成
28
年
３
月
ま
で
に

　

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
、

　

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

　

あ
る
と
認
め
る
方

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間
／

　

４
月
１
日
（
水
）
〜
13
日
（
月
）

◆
一
次
試
験
日
／
６
月
７
日
（
日
）

◆
問
合
せ
／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二

　

課
試
験
研
修
係

　

☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１

　
　

デ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
『
公
共
職

　
　

業
訓
練
』
受
講
生
募
集

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み

を
し
て
い
る
方
で
、
新
た
な
技
術
を

習
得
し
た
い
方
が
対
象
で
す
。

【
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

（
若
年
者
コ
ー
ス
）
】

◆
訓
練
期
間
／
６
月
12
日
（
金
）
〜
12

　

月
25
日
（
金
）

◆
訓
練
時
間
／
午
前
９
時
20
分
〜
午

　

後
３
時
40
分

◆
受
講
料
／
無
料
（
資
料
代
は
別
途
）

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
期
間
／
４
月
13
日
（
月
）
〜
５

　

月
11
日
（
月
）

◆
場
所
・
問
合
せ
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

　

タ
ー
秋
田
（
潟
上
市
）

　

☎
０
１
８
‐
８
７
３
‐
３
１
７
８
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お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講　
座

講　
座

募　
集

募　
集

募　
集

醍醐保育園（平鹿）ゆり組のおともだち

春の火災予防運動実施春の火災予防運動実施

～もういいかい 火を消すまでは まあだだよ～～もういいかい 火を消すまでは まあだだよ～

4/　 ５日-11日4/　 ５日-11日

　空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎えます。

火災から命と財産を守るため、家庭や地域で防火対策

を心がけましょう。

【防火対策の注意点】

◎火災による死傷者が多発しています。逃げ遅れから

　命を守るため、住宅用火災警報器を設置し、適切な

　維持管理に努めましょう。

◎一人暮らしの高齢者や体の不自由な人を守るため、

　隣近所の協力体制を作りましょう。

◎ストーブの周りに燃えやすいものを置かないように

　しましょう。　

◎就寝前は火の元を点検しましょう。

◎電気器具・配線を正しく使用し、老朽化したものは

　早めに交換しましょう。

◎消火器や住宅用火災警報器の不適正な訪問販売に注

　意しましょう。

◆問合せ／市消防本部予防課☎32̶1218または、お近

　　　　　くの消防署・各分署

　横手公園レストハウス前の『標本木』の開花日を予

想してください。正解者には抽選で10人に『大沢葡萄

ジュース』をプレゼントします。

◆応募方法／①開花予想日②氏名③年齢④電話番号

　　　　　　⑤住所、を明記のうえハガキ等で応募

◆応募期限／４月17日（金）※開花日以降の応募無効

◆応募先・問合せ／〒013̶0021横手市大町7̶18 横手商

　　　　　　　　　工会議所☎32̶1170、蕭33̶5642

　　　　　         　URL：http：//www.yokotecci.or.jp

　４月27日に今年度の営業を開始する『赤坂総合公園

グラウンド・ゴルフ場』を、開始に先立ち無料で開放

します。なお、今シーズンより休業日なく営業します。

◆無料開放期間／４月20日（月）～26日（日）

◆４月27日以降の料金／大人300円、小人100円

　　　　　　　　　　　※大人12回券は3,000円

◆問合せ／横手体育館☎33̶2105

横手公園「桜開花予想クイズ」横手公園「桜開花予想クイズ」

赤坂総合公園

グラウンド・ゴルフ場〝無料解放〟

赤坂総合公園

グラウンド・ゴルフ場〝無料解放〟

　雪解けとともに道端のゴミが目立ってきました。不

法投棄は犯罪です。絶対にやめましょう。

◎空き缶や紙くずのポイ捨てや、飼い犬の糞の放置は

　『秋田県空き缶等散乱防止に関する条例』により禁

　止されています。違反者には２万円以下の罰則も適

　用されます。

◎悪質な不法投棄には『廃棄物の処理及び清掃に関す

　る法律』により、５年以下の懲役もしくは１千万円

　以下の罰金またはその両方が科せられます。

◎自ら所有する土地へごみを散乱

　させると、害虫や悪臭の発生源

　となり、近隣への迷惑となりま

　す。土地は、所有者が適正に管

　理しましょう。

◎万一、不法投棄を発見した場合

　は、最寄りの地域局市民サービ

　ス課または、市市民生活部生活

　環境課（☎35̶2184）までご連絡ください。

不法投棄は犯罪です！不法投棄は犯罪です！
ＨＰページ番号000001352ＨＰページ番号000001352
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　横手市雄物川町出身で、日本のトップリーグで活

躍してきた元日本代表選手の半田圭史さんをコーチ

に迎え、バスケットボール教室を開講します。小学

生の時期には欠かせない『トレーニング方法』や『基

礎技術』の習得など、独自のプログラムを中心に、

１年間のカリキュラムを作成し、子どもたちの将来

に向けた技術の基礎作りを行います。

　これからバスケットボールを始めたい方など、未

経験者も大歓迎です。

◆期　間／５月20日（水）～３

               月、毎週水曜日

◆時　間／午後６時30分～

◆場　所／増田体育館

◆対　象／小学生

◆定　員／先着50人

◆受講料／月4,500円

◆申込期限／５月８日（金）

◆申込み・問合せ／（一財）横手市体育協会

　　　　　　　　　☎38̶8122

「横手2015 - 16」「横手2015 - 16」

講師：半田圭史さん

相　
談










